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４月11日に突風で倒れた
南が丘２丁目のサクラの木

創　
和　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
に

つ
い
て

問　
現
在
の
自
治
会
は
、
役
員
の
な
り

手
不
足
と
高
齢
化
が
課
題
で
あ
る
た
め
、

若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
が
参
加
し
や

す
い
自
治
会
活
動
に
環
境
を
改
善
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
地
域
の
関
心
を
高
め
、
愛
着
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
自

治
会
連
合
会
の
会
議
な
ど
で
情
報
共
有

を
行
い
、
自
治
会
に
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

二　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に

つ
い
て

問　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
制
度
の
周
知
や
性
的
少

数
者
な
ど
の
多
様
性
に
対
す
る
理
解
の

促
進
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
映
画
会
な
ど
を
実
施
し

て
き
た
が
、
今
後
も
、
講
演
会
の
開
催

や
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
に
よ
る
啓
発
に
努
め
て
い
く
。　

三　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期

実
現
に
向
け
て

自
民
党
秦
野　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
震
生
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
本
市
有
数
の
観
光
地
で
あ
り
、
に

ぎ
わ
い
創
造
の
拠
点
で
も
あ
る
震
生
湖

の
今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
５
年
９
月
予
定
の
記
念
事
業

で
新
た
な
橋
の
デ
ザ
イ
ン
を
公
開
す
る
。

太
鼓
橋
の
架
け
替
え
に
よ
り
湖
畔
周
辺

の
散
策
道
の
整
備
は
一
定
程
度
完
了
す

る
が
、
今
後
も
来
訪
者
の
動
向
を
捉
え
、

震
生
湖
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
中
井

町
と
の
連
携
の
下
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

二　
秦
野
駅
南
部
（
今
泉
）
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

問　
本
事
業
は
都
市
計
画
決
定
か
ら
40

無　
所　
属　
　
　
古
木　
勝
久

一　
街
路
樹
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
４
月
に
南
が
丘
地
内
の

サ
ク
ラ
の
木
が
突
風
に
よ
り
倒
れ
た
が
、

倒
木
の
原
因
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
原
因
は
腐ふ

き
ゅ
う朽
菌
で
根
の
内
部
が
腐

っ
た
た
め
重
さ
に
耐
え
切
れ
ず
、
ま
た

３
月
に
根
の
一
部
を
切
断
し
た
こ
と
が

倒
木
を
早
め
た
要
因
で
も
あ
る
。

問　
こ
の
木
は
樹
木
診
断
で
は
状
態
の

良
い
Ａ
判
定
だ
っ
た
と
聞
く
が
、
判
定

が
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　
１
月
の
診
断
は
Ａ
判
定
だ
っ
た
が
、

内
部
の
状
態
を
正
確
に
確
認
で
き
る
方

法
を
実
施
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。

問　
歩
道
な
ど
の
道
路
構
造
と
密
接
な

関
係
が
あ
る
た
め
、
従
来
の
判
定
方
法

を
変
え
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
精
密
検
査
で
早
期
発
見
に
つ
な
げ
、

適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

二　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
６
月
に
、
国
は
「
こ
ど

も
未
来
戦
略
方
針
」
に
お
い
て
、
新
た

な
保
育
士
の
配
置
基
準
を
示
し
た
。
現

在
の
民
間
認
可
保
育
所
な
ど
の
保
育
士

市
民
ク
ラ
ブ　
　
野
々
山　
静
香

一　
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
７
月
１
日
の
道
路
交
通

法
一
部
改
正
に
伴
い
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
な
ど
は
免
許
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
な

く
て
も
16
歳
以
上
で
あ
れ
ば
公
道
を
走

行
で
き
る
が
、
周
知
方
法
は
ど
う
か
。

答　
車
体
の
規
格
な
ど
、
基
準
に
該
当

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
新
た
な
交
通
ル

ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。
運
転
者
だ
け
で

な
く
、
歩
行
者
の
安
全
の
観
点
か
ら
も

市
民
ク
ラ
ブ　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
自
治
会
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
に
つ
い
て

問　
自
治
会
の
加
入
状
況
と
※
「
い
ち

の
い
ち
」
の
普
及
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
５
年
度
は
、
報
告
を
受
け
て

い
な
い
自
治
会
も
あ
る
が
、
そ
の
自
治

会
に
は
４
年
度
の
加
入
世
帯
数
を
入
れ

て
算
出
す
る
と
56
・
98
％
と
な
り
、
年

々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
「
い
ち
の

い
ち
」
の
普
及
は
現
在
２
４
０
自
治
会

中
１
４
８
自
治
会
が
活
用
し
て
い
る
。

問　
２
年
12
月
か
ら
３
年
１
月
に
実
施

し
た
自
治
会
未
加
入
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
ど
う
分
析
し
た
の
か
。

答　
自
治
会
に
加
入
し
な
い
主
な
理
由

は
「
役
員
を
や
り
た
く
な
い
」
が
最
も

多
く
、
そ
の
背
景
に
は
「
役
員
の
負
担

問　
以
前
、
秦
野
中
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
以
西
の
未
事
業
化
区
間
に
お
け
る

早
期
全
線
事
業
化
と
整
備
促
進
に
向
け

た
ア
ク
セ
ス
道
路
、
渋
沢
小こ

ば
ら原
線
の
重

要
性
を
提
案
し
た
が
、
現
在
の
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
将
来
に
向
け
て
検
討
が
必
要
な
道

路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
県
が
整
備

す
べ
き
道
路
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

関
係
部
局
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
情
報
の

共
有
を
進
め
な
が
ら
、
最
終
的
に
、
未

事
業
化
区
間
の
早
期
事
業
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

年
以
上
経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
Ｃ
地

区
の
都
市
基
盤
整
備
方
針
の
地
区
住
民

へ
の
説
明
不
足
を
指
摘
し
て
き
た
。
地

元
説
明
会
や
意
向
調
査
、
都
市
計
画
除

外
の
時
期
は
、
着
工
か
ら
完
成
ま
で
の

行
程
表
の
提
示
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
Ｃ
地
区
全
体
の
説
明
会
は
開
催
し

て
い
な
い
た
め
、
関
係
自
治
会
の
役
員

な
ど
に
時
期
や
開
催
方
法
な
ど
を
相
談

す
る
。
県
は
整
備
方
針
に
お
お
む
ね
了

解
し
て
い
る
が
、
住
民
の
合
意
形
成
や

区
域
の
変
更
な
ど
に
は
地
域
の
協
力
が

必
要
で
あ
り
時
間
を
要
す
る
。
Ｂ
地
区

完
了
後
、
速
や
か
に
本
格
化
で
き
る
よ

う
早
期
に
整
備
計
画
を
策
定
し
た
い
。

の
配
置
数
を
見
直
し
、
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
配
置
基
準
は
専
門
家
な
ど
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
専
門
家
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
と
は
何
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
の
意
見
を

聞
い
た
上
で
判
断
し
た
い
た
め
で
あ
る
。

問　
国
は
保
育
士
の
具
体
の
配
置
基
準

を
示
し
て
い
る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
く
の
か
。

答　
配
置
基
準
は
保
育
士
が
不
足
し
て

い
る
状
況
を
含
め
、
広
く
検
討
し
た
い
。

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
交
通
事
故

の
未
然
防
止
を
呼
び
か
け
る
。

二　
中
学
校
に
お
け
る
休
日
部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て

問　
神
奈
川
県
中
学
校
体
育
連
盟
の
規

約
改
正
に
伴
い
、
令
和
５
年
度
か
ら
秦

野
市
中
学
校
体
育
連
盟
が
主
催
す
る
大

会
に
地
域
ク
ラ
ブ
が
参
加
可
能
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
心
身
に
影
響
が
出
な
い

か
危
惧
す
る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

答　
各
学
校
の
校
長
が
評
議
員
と
な
る

市
連
盟
は
、
競
技
や
種
目
ご
と
の
大
会

参
加
基
準
の
継
続
的
な
見
直
し
と
、
チ

ー
ム
編
成
が
勝
利
至
上
主
義
と
な
ら
な

い
手
だ
て
な
ど
に
つ
い
て
、
県
連
盟
に

意
見
書
を
提
出
し
た
と
報
告
を
受
け
た
。

問　
秦
野
市
部
活
動
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

２
０
２
５
プ
ラ
ン
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
現
段
階
の
成
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
た
市

内
剣
道
部
で
は
、
活
動
拠
点
を
東
部
・

中
部
・
西
部
で
展
開
し
、
兼
職
兼
業
を

希
望
し
た
部
活
動
顧
問
以
外
は
、
休
日

の
活
動
に
従
事
し
な
い
体
制
が
図
れ
た
。

要
望　
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
な
い

学
校
現
場
と
子
ど
も
た
ち
を
考
慮
し
、

段
階
的
な
地
域
移
行
を
進
め
て
ほ
し
い
。

が
大
き
い
」
、
次
に
多
い
「
加
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
」
の
背
景
に
は
、

「
自
治
会
の
活
動
に
関
心
が
な
い
」
と

い
っ
た
状
況
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

問　
自
治
会
の
役
員
が
高
齢
化
し
て
い

る
中
、
「
い
ち
の
い
ち
」
を
よ
り
一
層

活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
操
作
を

忘
れ
た
場
合
に
確
認
が
で
き
る
よ
う
、

メ
リ
ッ
ト
や
操
作
方
法
な
ど
を
動
画
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
も
高
齢
者
を
中
心
に
メ

リ
ッ
ト
な
ど
が
分
か
ら
ず
利
用
し
づ
ら

い
と
い
っ
た
声
が
あ
る
。
動
画
を
作
成

す
る
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
や
操
作
方
法
を

視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る

と
考
え
て
お
り
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

要
望　
座
間
市
の
よ
う
に
「
自
治
会
員

優
待
制
度
」
を
設
け
る
ほ
か
、
中
小
企

業
を
特
別
な
自
治
会
と
し
て
位
置
付
け
、

「
い
ち
の
い
ち
」
の
安
否
確
認
機
能
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

議 会 の 動 向
○５月
 30 日 （火） ・議案送付
○６月
 １ 日 （木） ・議会運営委員会
 ６ 日 （火） ・市議会第２回定例月会議開会 【傍聴者数１人】
    ・代表者会議
 ８ 日 （木） ・本会議（議案審議）
    ・議会運営委員会 【傍聴者数３人】
 12 日 （月） ・総務常任委員会 【傍聴者数２人】
 13 日 （火） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数２人】
    ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 14 日 （水） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数１人】
   16 日 （金） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数19人】
 19 日 （月） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数30人】
 20 日 （火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数44人】
    ・追加議案送付
 23 日 （金） ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
    ・予算決算常任委員会 【傍聴者数２人】
    ・市議会第２回定例月会議閉会 【傍聴者数４人】
    ・議会報編集委員会
○７月
 ３ 日 （月） ・ 秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第２回定

例会
 14 日 （金） ・代表者会議
    ・議員連絡会
    ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
○８月
 ２ 日 （水） ・議会報編集委員会

三　
市
道
71
号
線
の
整
備
に
つ
い
て

問　
通
学
路
で
あ
り
な
が
ら
踏
み
切
り

付
近
に
歩
道
が
な
く
危
険
な
状
態
だ
が
、

今
後
の
道
路
改
良
の
予
定
は
ど
う
か
。

答　
地
権
者
と
の
交
渉
を
順
次
進
め
、

最
終
的
に
は
踏
み
切
り
部
分
の
拡
幅
や
、

道
路
両
側
に
歩
道
を
設
置
す
る
予
定
で
、

令
和
10
年
度
の
完
成
を
目
指
す
。

国道246号の渋滞緩和と諸問題の解決に向けて

「いちのいち」のより一層の活用を

国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の

１
日
も
早
い
全
線
開
通
を

駅
前
広
場
直
近
の
今
泉
土
地
区
画
整
理
事
業

C
地
区
「
早
期
計
画
提
示
」

街
路
樹
の
適
切
な
維
持
管
理
と

倒
木
に
対
す
る
予
防
保
全
対
策
を

現
状
把
握
と
実
施
方
法
の
検
討
で

段
階
的
な
部
活
動
の
地
域
移
行
を

自
治
会
Ｄ
Ｘ
に
さ
ら
な
る
メ
リ
ッ
ト
を

歩道整備などが計画されている
踏み切り付近の様子

東海大学との連携など本市ならではの
部活動の地域移行を


